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令和３年度の終わりを迎え、保護者の皆様をはじめ、本校に関係する多くの皆様には、本校の教育活動に御理解と

御協力、そして御支援を賜り厚く御礼申し上げます。今年度も新型コロナウイルス感染症により多くの教育活動が中

止や延期、規模の縮小などを余儀なくされ、本来生徒が経験すべき事柄が最小限に終わってしまったことは残念で

す。来年度については、コロナ禍が収まり、通常の教育活動に戻れることを期待したいところです。また、昨年の夏

は暑かった影響からか、ラニーニャ現象が影響した可能性もあり、やはりこの冬は大雪に見舞われました。１度目の

大雪については、学校の判断が遅かったため、生徒や保護者の皆様には大変御迷惑をおかけすることになってしまい

ました。改めて、お詫び申し上げます。 

さて、今年度は、コロナ禍の中、本校にとりましていくつかの重要な局面がありました。 

まず、一つ目は、MYP 評価訪問です。本校は国際バカロレア機構（IBO）から平成 29 年度に MYP の認定を受けまし

た。今年度はその認定から５年目にあたり、IBO の規則に基づき、評価訪問を受ける年度となっておりました。当初は

訪問者２名が実際に来校し聞き取りをしていくことになっておりましたが、ここにもコロナの影響を受け、実際には

オンラインによる聞き取りが３日間行われました。聞き取りは、今回の評価訪問を準備した MYP コーディネーターを中

心として、校長を含めた管理職、教科や分掌などのそれぞれの代表者である先生、さらには保護者の皆様に対して行

われ、何と授業中の生徒にも聞き取りが行われました。コロナ禍の活動もありましたが、足したり引いたりせず、実

際に実践していることをお話ししたところ、訪問後の評価では、学校の教育活動は IB の理念に基づいて行われている

との評価をいただきました。半面、様々な場面でのコミュニケーションをもっと進めていくことで、学校文化が更に

豊かになるというアドバイスもいただきました。 

二つ目は、文部科学省の指定事業であるスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の第三期指定に向けてのヒアリン

グです。本校の後期課程はコズモサイエンス科ですが、その特色を出す教育活動として SSH の指定を活用しています。

これまで 10 年間の指定を受けているところですが、今年度は平成 29 年度からの第Ⅱ期指定の５年目、最終年度の年と

なりました。５年のうち、終わりの２年間はコロナ禍の影響を受け、対外的な研修の機会がほぼ行うことができない

状況になりましたが、その中においても、感染対策を施しながらできうる活動をしてきたところです。ヒアリングに

ついては、本来であれば、文部科学省において行われますが、昨今の状況により、こちらもオンラインによるヒアリ

ングとなりました。こちらからは、市教委の指導主事、本校の SSH 委員会委員長、私の三人で臨み、先方は、文部科学

省の調査官をはじめ、四人の審査官による質問に答える形で行われました。第Ⅲ期指定のねらいをはじめ、IB による

SSH の推進やその教育的効果などの質問に答えました。第Ⅲ期では、第Ⅱ期での３年生からの取り組みを拡大し、１年

生からの取組、つまり中等教育学校として６年間にわたっての取組としております。 

これまでは感染対策下での教育活動でしたが、コロナの影響を受けずに、早く通常の教育活動ができることを願っ

ているところです。保護者の皆様や関係する多くの皆様には、様々な場面で御理解と御協力、御支援をいただき本当

に感謝しております。来年度も引き続き、生徒たちの成長をともに支えていけたらと願っております。 
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７年ぶりに戻ってきた開成は、ＩＢプログラムに基づく中等教育学校として見事に進化をとげていました。

日頃、生き生きと活動する生徒の皆さんを見るにつけ、ＩＢ、ＳＳＨ、ＳＥＬＦを柱とした本校の学びは、

全国に誇る大変価値あるものだと、実感していました。また、生徒と教職員が一体となって、この学びに真

摯に取組んでいる姿に、感動の毎日でした。１年間という短い期間でしたが、皆さんありがとうございまし

た。開成のさらなる発展を祈念しています。                     （矢田春義） 

 

この春の異動で、市立札幌北翔支援学校に行くことになりました。開成では保護者様、同窓会の方、地域

の方にも大変お世話になりました。感謝申し上げます。生徒の皆さんは、学習・その他に良く励んでいたと

思います。事務室で受けた質問も多くあり、良い回答を考えることにより、自分も勉強になりました。これ

からも、皆さんのご活躍を願っています。                       （温泉永一） 

 

本校での６年間の勤務、生徒・保護者の皆様には大変お世話になりました。この間、生徒たちが思考力、

探究力、表現力を身につけ、成長する姿を様々な場面で見ることが出来ました。先の見えない世の中ですが、

これらの力は生徒たちが目指す道を大きく切り拓くことが出来るはずです。そんな生徒たちと関わることが

出来たことがとても嬉しかったです。皆さんの活躍を楽しみにしています。保護者の皆様には御理解と御協

力に心より感謝申し上げます。                            （久保和也） 

 

開成中等教育学校で勤務した５年間で、貴重な体験をさせてもらいました。この学校でしかできないこと

がたくさんありました。毎日が挑戦の連続でした。何度も皆さんの笑顔と前向きな姿勢に助けられました。

思い出を胸に、次の学校でも自分らしく学びと向き合いたいと思います。本当にありがとうございました。                               

（加賀 一） 

 

「石の上にも三年」という。しかし三年を一年で修得する努力を怠ってはならない。松下幸之助の言葉で

すが、iPadは思い通りにならず苦労しました。慣れてしまってできるようになるのではなく、自分から習得

する気持ちを忘れないで進もうと思っています。ありがとうございました。       （幅崎雅仁） 

 

開校前、IBワークショプで２枚のイラストを目にしました。１枚目は口が蛇口になった教師が、水を生徒

の頭の中に注ぎ込んでいます。２枚目は、やはり口が蛇口になった教師がいますが、今度は生徒にも蛇口が

ついており、生徒どうしが水を注ぎ・注がれています。更に蛇口が教師の頭にも繋がっており、教師も水を

注ぎ・注がれていました。生徒のみなさんのおかげで、単なる知識の「伝達者」ではなく、みなさんと共に

「学習者」となることができ、心から感謝しています。                 （平岩恒逸） 

 

矢田 春義（副校長） 【新川高校長】 温泉 永一（事務長） 【北翔支援】 

久保 和也（数学） 【札幌市教育委員会】 加賀  一（国語） 【啓明中学校】 

幅崎 雅仁（理科） 【元町中学校】 平岩 恒逸（数学） 【平岸高校】 

片山 幸雪（体育） 【元町小学校】 田口 正浩（体育） 【新川高校】 

渡邉 千鶴（養護） 【星友館中学校】 阿部 孝則（地歴） 【大通高校】 

酒井 智史（理科） 【藻岩高校】 今前田聖斗（数学） 【藻岩高校】 

櫻田 暁子（英語） 【新川高校】 安田 優紀（事務） 【美香保小学校】 

鈴木 直美（業務員） 【平岸高校】 山田亜紀子（業務員） 【旭丘高校】 

松井 均（国語） 【再任用終了】 ウォン アーイン（音楽） 【退職】 

ロス ヨシュア（英語）  【退職】 パリッシュ リチャード（英語） 【退職】 



       

 

新卒で赴任してからあっという間の4年間でした。初めて先生と呼ばれたとき、なんだか照れくさい思い

と、頑張らねばと覚悟した記憶があります。覚悟は決めたものの、実際は皆さんの温かな雰囲気、一生懸命

な姿勢、etc…にいつも助けられるばかりでした。春からは元町小学校の体育専科として勤務することとな

りました。4年間大変お世話になりました。次の学校でも「初心、忘るべからず」精進していきます。 

（片山幸雪） 

 

短い時間でしたが、仕事、授業等多大なサポートをしていただき、感謝しかありません。部活動の野球部

では、夏の大会初戦の琴似工戦の逆転サヨナラ勝ちと粘り強く戦った東海戦が思い出ですが、今のチームも

とても頑張っているので、期待しています。開成中等教育学校の教職員のみなさん、生徒の皆さん、保護者

のみなさん、本当にお世話になりました。ありがとうございました。           （田口正浩） 

 

開校から7年間でしたが、中高生の自然な異年齢交流がある開成の保健室は明るくて、毎日たくさんの人

と話し、たくさん笑った思い出があります。私は「こころとからだの時間」や「いのちを考える学習」をプ

ロデュースしてきたのですが、担任の先生や仲間とコミニュケーションを交わす皆さんの姿はとても楽しそ

うで微笑ましいのですが、皆さんが書くリフレクションは、授業内容をしっかりと捉えて自己理解や課題意

識を深めており、その聡明さにはいつも感心しました。また、学校の中だけでなく学校の外のボランティア

活動やSA・CASの活動などでは社会課題を見つけ、積極的に社会と関わる行動力や探究心に対し、そんな皆

さんと共に過ごす開成の一員でいることに誇らしさを感じました。是非、開成で学ぶ中で自分軸を見つけ、

将来、様々な分野で力を発揮し、IBの理念である平和な社会を築く人になってください。皆さんの活躍を心

から応援しています。                                （渡辺千鶴） 

 

真摯で直向きな皆さんと一緒に学べたことを嬉しく思っています。みなさんの目標が達成出来ることを心

から祈っています。                                 （阿部孝則） 

 

本校での２年間は、常に新しいことを身につけていく事の連続でした。iPadが支給され、その使い方を、

iTunesU、turnitinを覚え、今年度は、iTunesUに代わってGoogleclassroomを。世の中のITの進化を勉強さ

せて頂きました。また、「IBの教育」では、IBの方針に沿った授業実践はできず生徒に大変迷惑をかけてし

まいしたが、様々な場面での生徒の対応力の高さに感心させられる事の連続で、開成中等の生徒と触れ合っ

ている時間はとても楽しい時間でした。本校で身につけたものを次の勤務校で生かせればと思います。２年

間本当にお世話になりました。                            （酒井智史） 

 

私が開成に赴任したのは約2年前です。開成という特別な環境に慣れるのはとても大変でしたが、皆さん

のおかげでたくさんのことを学び、楽しい学校生活を送ることができました。開成で学んだことを今後の人

生に活かしていてきます。最後になりましたが、皆さんのさらなるご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。

今まで、本当にありがとうございました。                      （今前田聖斗） 

 

もっともっと多くの出会いがありますように。そして様々な“違い”を知り、受け入れる努力をしてみる。

毎日の生活を時にはちょっとペースを落とし、時には少し自分に負荷をかけて。私もそうありたいと思いま

す。とにかくみなさんが健康であることを願っています。                （櫻田暁子） 

 

まだ全学年が揃っていなかった開校２年目から６年間、お世話になりました。開成中等教育学校の課題探

究的な学習環境で勤務した６年間は、私にとってかけがえのない時間となりました。これからはますます先

の見えない時代になってくると思いますが、開成で学んだ皆さんが、社会で活躍されるのを願っています。

また、保護者・地域の皆さまには様々な場面でご協力いただき、深く感謝申し上げます。本当にありがとう

ございました。                                   （安田優紀） 

 



       

 

開成高校から開成中等教育学校と、通算10年間お世話になりました。旧校舎からだんだん出来上がってく

る新校舎を眺めていたこと、また真夏でも涼しく過ごした理科室から、日当たり良く明るい新校舎へ引っ越

したとき、軽い戸惑いをおぼえたことも懐かしく思い出します。皆が手探りで作り始めた開成中等教育学校

に、微力ながらもお手伝いできたことを嬉しく思います。お世話になりました。     （鈴木直美） 

 

あともう一年この学校で、そう強く希望していましたが、願い叶わず転勤となりました。開成では他の学

校では出来ないSSHや一人イチ実験など、直接生徒と話をして実験の準備をするなど、貴重な経験をたくさ

んさせていただきました。7年間本当にありがとうございました。よい思い出をいっぱいくれた開成の皆様

を陰ながら応援しています。                            （山田亜紀子） 

 

開成中等教育学校には４０年の教員生活の最後の２年間をお世話になりました。心優しく優秀な生徒、親

切な教職員の皆さんに支えていただき、なんとか無事に驚きに満ちた開成ライフを過ごすことができたよう

な気がしています。心より感謝申し上げます。これからは「悠々」はさておき、少なくとも自らの心に適っ

た生活を楽しんでいきたいと考えています。開成と皆様の益々のご発展・ご活躍をお祈りしております。         

（松井 均） 

 

皆さん、5.5年間、お世話になりました。ありがとうございました。It's an invaluable opportunority 

for me to work here. I first came without any Japanese language ability. Learning the culture and 

language here was challenging yet enjoyable to me. As a risk-taker, here is a new adventure to 

relocate to the United Kingdom. Good luck to everyone! Let's "Dream big; Believe it; Make it 

happen"!                                  （ウォン・アーイン） 

 

I want to thank all of you for letting me be a part of your education journey. It has been a 

gift for me to teach at Kaisei and create great memories together. When I first came to Kaisei, 

I was an ALT, helping to teach classes. Eventually, I was able to teach classes on my own and be 

a homeroom teacher. This was a huge honor for me. Now, you are growing and learning every day. 

Soon, you will be able to take everything your learned to help other people and make this world 

a better place. If you ever get discouraged and feel like giving up, remember to look around you 

and see the people in your life who love you and support you. Remember just how very special you 

are and how much you are loved. This is not a goodbye, but a see you later! Dios te bendiga! 

  助手Josh （ロス・ヨシュア） 

 

People say that time flies when you’re having fun. That must be true, because I feel as if I 

just started teaching at Kaisei. However, it has actually been more than 5 years, and I just 

can’t believe that so much time has already passed. Some of you have been here as long as me, 

some of you have just started your Kaisei journey, while the rest of you are somewhere in the 

middle. Wherever you are, don’t forget how privileged you are to be here, where you can be your 

authentic self. I greatly appreciate the chance I had to get to know so many of you. Thank you 

for your enthusiasm for learning, and I hope to see you again in the future! 

（パリッシュ・リチャード） 

 

 

 

 

 

 

 The best way to predict the future is to create it. 

――Peter Ferdinand Drucker 


